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　自律した学習者を育てるためには、学習者自らが自
分の学習の目標を決めて、学習の計画を立て、学習に
問題があれば解決し、学習を評価できるようにならな
ければいけない。その場所を提供するのが、セルフ・
アクセス・センター（SAC）である。今年度は、香
港の4つの大学のSACを実地調査した。その広さと
収容人数は以下のようになっていた。一般的に小さい
SACの広さは100平米位で、大きな施設で1，000平米
位である。香港のSACは、だいたい140平米から
300平米ということで、大きさとして普通であるとい
える。ただし、それぞれの大学の学生数に比べると、
SACの収容人数は、かなり少ない。たとえば、　Hong
Kong　Universityは24，000名の学生数であるが、　The
Language　Resource　Centerは43名収容であるし、
University　of　Science　and　Technology，　Hong　Kong
の学生数は9，200名であるが、The　Self－Access
Centerの収容人数は60名である。これは、決して利
用する学生が少ないせいではない。Hong　Kong
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Universityの場合、少なくても3分の1の学生はThe
Language　Resource　Centerに登録している。それに
も関らず、施設の収容人数が少ないのは、Hong
Kongにある大学に共通している特徴であるが、自宅
からセルフ・アクセス・センターにネットを通じてア
クセスして、教材を取り出し、自宅で学習している学
生が多いためである。
　SACの成果に関しても上記の4つの大学のSAC運
営者にインタビュー調査をした。SACが確かに学習
者の自律を育てているかについての評価は、いずれの
大学も調査したことがないということだった。先行研
究では、SACを設立しただけでは、学習者の自律を
育てることにほとんど役立っていないことがわかって
いる（Gardner＆Miller，1999）。その理由は、学習者
は、教師やカウンセラーのアドバイスなどの援助がな
いと、全く学習しないで終わったり、もしくは、反対
に、教師やカウンセラーのアドバイス通りに学習する
だけで終わることが多いからである。4つの大学の
SACの運営者にインタビューした結果、以下のこと
がSACを運営する上で非常に重要であることが判明
した。
　1．学習者ポトフォリオを必ず作成すること。学習
　　者ポトフォリオには、学習者が教師やカウンセ
　　ラーに相談しつつ、自分の学習の目標、使用する
　　教材、SACでの学習のスケジュール、学習の進
　　み具合、学習の問題点、学習の評価などを記録す
　　る。学習者ポトフォリオを使い、カウンセラーは
　　学習者とカウンセリングを行う。ただし、すべて
　　を決定するのは、学習者である。
　2．カリキュラムでSACを利用しない場合は、カ
　　リキュラムを担当している教師とSACの教師や
　　カウンセラーとの問がコミュニケーション不足に
　　なり、カリキュラム担当教師がSACでの学習に
　　好感を持たないことが多々ある。その場合、SAC
　　を利用する学習者が少なくなるので、SACの教
　　師やカウンセラー、カリキュラムを担当する教師
　　の全員が協力して、SACでの学習や運営に関わ
　　ることが望ましい。
　3．SACの教材や機器をどのように利用すればよ
　　いのかについて、必ずオリエンテーションを学習
　　者に行う必要がある。
　4．SACでの学習は、しばしば個人レベルで行われ、
　　協働学習の場が少なくなるので、協働学習ができ
　　るスタジオや勉強室を設けるなど、学習者が他の
　　学習者とインタラクションができる場所やアク
　　ティビティーを提供することが重要である。
　以上は、香港の4大学のセルフ・アクセス・センター
（SAC）で働くカウンセラーや教師とのインタビュー
から判明したことであるが、SACでの学習を成功さ
せるには、施設、家具、教材、機器をそろえるだけで
は不十分であり、運営方法やアクティビティーにより
その成功、不成功が左右されることがわかった。来年
度は、実地調査と文献調査から判明したことを整理し、
自律学習のモデルを完成させる。
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